フッ素洗口なしで、優良校！

洗口実施は９校中１校のみ
学校歯科医で構成する日本学校歯科医会は10の小学校を「第47回全日本学校歯科保健優良校」に選び、それが昨年11月８日（いい歯の日）朝日新聞の広告特集で紹介されました。（次ページ～）
この10校について、集団フッ素洗口の有無とむし歯本数を調査しました。ご協力いただいた方々に感謝いたします。ある方は「個人が情報を得ることがこんなにも難しいことだと分かりました」と述べられていました。

　この調査結果によれば、８校はフッ素洗口を実施していません。１校（千葉：本城小）のみ洗口を実施、１校は教えてもらえませんでした。洗口未実施の４校は、一人当たりのむし歯本数（DMFT）が非常に少ないことが分かります。
　日本学校歯科医会は「主体的に取り組む児童」が主題です。藤居正博常務理事は、頭ごなしに「歯みがきしなさい」とか、「歯が抜けちゃうよ」とおどすのではなく、健康に生きていく「意識づけ」が大切と述べています。子どもを触発し、その子の力を引き出すこと。病気の予防にとどまらないで、子ども自身がプライドをもって、自分を社会のなかでどう生かしていくのかという「生き方」を見つめることでもあります。
日本学校歯科医会は「フッ化物応用を否定していない。但し、導入には細心の注意を呼びかけている」（森本副会長）という態度です。化学物質が氾濫している時代、幼児や子ども（大人まで）のアレルギー疾患が増え続けています。薬物に頼るむし歯予防は、フッ素アレルギーをも増加させるに違いありません。






